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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
蔵書点検のため11月26日（水）から12月５日（金）まで休館し，

利用者の皆様には御迷惑をおかけいたしました。おかげさまで，閲

覧室や書庫の本を点検するばかりではなく，特設コーナーの変更を

行うとともに書架を増設し，利用者の皆様により快適に利用してい

ただけるようにいたしました。

【主な変更内容】
【子育て・教育支援コーナー(１Ｆ)】

・「介護支援コーナー」を「医療・福祉支援コーナー」へ変更

・「子育て支援コーナー」を「子育て・教育支援コーナー」へ変更

・「郷土・歴史支援コーナー」の新設

・「ビジネス支援コーナー」の内容の変更

※パンフレット等の配置スペースも増えました。

【郷土・歴史支援コーナー（２Ｆ）】

ホットの２

県内で活躍しているおはなしグループ「おはなしカメさん」による大研修室での「おはなし会」

を計画しています。人形劇などの楽しい内容が計画されていますので，ぜひ御参加ください。

日時 平成27年１月24日（土） 午後２時から

※ 事前の申込は，必要あり 45分間程度

ません。 場所 県立図書館１階大研修室

内容 人形劇，読み聞かせ 等

ホットの３

休館の期間：平成26年12月29日(月)～平成27年１月３日（土）

○ ただし，12月29日(月)，12月30日(火)，１月３日(土)は，学習室と一般閲覧室の新聞・雑誌

コーナーを開室(午前９時～午後５時)します。(期間中，図書の貸出はいたしません。)

○ 年内の貸出については以下のとおりです。

１ 12月６日（土）から28日（日）までは，一般閲覧室・児童文化室いずれも各10冊まで

借りることができます。

２ 12月６日（土）から14日（日）までに借りた方は，１月４日（日）が返却期限となり，

12月16日（火）以降に借りた方は，３週間後が返却期限になります。

３ 休館中に本を返却される方は，ブックポストを御利用ください。



日 月 火 水 木 金 土

12

月

１５ １６ １７★ １８ １９ ２０◆

２１ ２２ ２３ ２４★ ２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１

１

月

１ ２ 　３

４ ５ ６ ７★ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４★ １５

● 児童文化室ミニ展示

12月23日（火）～１月22日(木)

「すてきなことばをありがとう！～元気になれる本」

名言がのっている本を紹介します。

● 一般閲覧室ミニ展示

１月８日(木)～２月３日(火)

「心も体も元気に過ごす」

人生訓の本や健康に関する本を

紹介します

県立図書館に届いた

《一般書》１２月１９日（金） 《児童書》１２月２３日（火）

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時
*ヒント*

※ 児童文化室は19時まで
チョコレートとクリームがのっているよ。

日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室と一般閲覧室の新聞・雑誌コーナーのみ開室

（午前９時～午後５時）

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（12月19日, 1月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（12月23日）。

『ぐりとぐらのおきゃくさま』（なかがわりえ

こ・やまわきゆりこ／さく）からのクイズです。

ぐりとぐらは，もりでおおきなあしあとをみつけま

した。あしあとをたどって，たどりついたのは２ひきの

おうち。なかには，しろいひげのおじいさんがいて，お

いしいにおいのするものをつくっていました。それはな

んだったでしょう？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，１月１２日（月）までに入れてください。正解
はこ い せいかい

者のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「かみなり」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

県立図書館に勤務するようになってから，自分の親世

代よりずっと前に出版された本を手にする機会が増えま

した。情報を求めて茶褐色のページをめくる･･･すると

「お互いに図書は丁寧に取扱ひませう。蜜蜂の花に対す

るように蜂は蜜を吸い出すが其花を傷めません」と記さ

れた紙がはさまれていました。レトロなイラストとその

文言を目にした時，本が今より貴重品であった時代の息

づかいを感じてハッとしました。そして，県民

の共有財産として本を保存する図書館の役割を

改めて実感したのでした。

今回紹介をしていただいた宝本は，まついのりこ作の『行事こびとのえほん こいのぼりこびとのおはなし』 （童心
社）です。

子どもが小さかった頃，図書館で見つけた１冊です。こびとがかわいらしくて，とっても気に入りました。物

語絵本として，我が家が初めて購入した思い出の本です。「この本には，シリーズがある！」と知った時，家

族みんなで喜んで，行事ごとに１冊ずつ購入いたしました。６冊とも本棚になかよく並んでいます。あれから

15年...子どもたちはすっかり大きくなりましたが，今でも行事こびとたちは，季節に合わせてページをめくら

れ，家族みんなをなつかしい気持ちにさせてくれます。こびとたちとの出会いに感謝しています。

○「こげんする！鹿児島」宮島孝男／著 南方新社

○「ジャパニーズウイスキー」土屋守／他著 新潮社

○「いまこそ楽しみたい新幹線の旅」

梅原淳／著 PHP研究所

○「キャロリング」有川浩／著 幻冬舎

○「億男」川村元気／著 マガジンハウス

○「いのちは」内田麟太郎/作 たかすかずみ/絵 WAVE出版

○「むらさき色の滝」帚木蓬生/作 小泉るみ子/絵 女子パウロ会

○「はりねずみのルーチカ」かんのゆうこ/作 北見葉胡/絵 講談社

○「なみだの穴」まはら三桃/作 小峰書店

○「ぼくが見た太平洋戦争」宗田理/著 PHP研究所


